
いちごドリルプリント

戦国時代 名前

問1 戦国時代の甲斐国（現在の山梨県）を治めた武田氏が定めた「甲州法度之次第」のように、各地の戦国大名が領国支配のために定めた法につい
て、その特徴を説明したものとして適切なものはどれか。 （2021年 京都府公立入試 類似）

1. 家臣同士の私的な争いを禁じる喧
嘩両成敗などの規定を設け、大名に
よる裁判権を強化した。

2. 朝廷が定めた律令制度を復活させ
、中央集権的な国家体制を再構築す
ることを目指した。

3. 全国の公家を統制し、儀式や行事
のあり方を細かく規定することで天
皇の権限を制限した。

4. 鎌倉幕府が定めた御成敗式目をそ
のまま引用し、全国一律の公平な裁
判を保証した。

問2 室町時代から戦国時代にかけて、家臣が主君に打ち勝って実力を伸ばすなどの風潮が広がりました。このような下剋上の風潮の中で、戦国大名
が家臣の行動を取りしまり、領国を独自に支配するために定めた法律を何といいますか。 （2026年 岩手県公立入試 類似）

1. 武家諸法度 2. 公家諸法度 3. 御成敗式目 4. 分国法

問3 戦国時代の社会的な特徴の一つである「下剋上」という現象について、その内容を正しく説明しているものはどれですか。 （2018年 鹿児島県公立入試

類似）

1. 天皇を中心とした政治体制を復活
させるために、幕府を倒そうとする
こと

2. 武士が自分の土地を直接支配する
ために、公家に土地を返還させるこ
と

3. 農民や地侍が団結して、領主に対
して年貢の減免などを要求すること

4. 実力のある者が、それまで自分よ
り上の身分であった者の地位を奪い
取ること

問4 戦国大名が「分国法」を制定した主な目的として、当時の社会情勢を踏まえた説明として最も適切なものはどれか。 （2017年 茨城県公立入試 類似）

1. 自らの領国における家臣同士の私
的な争いを禁じ、大名による統治を
強化するため。

2. 開墾した土地を永久に私有するこ
とを認め、農業生産力を高めるため
。

3. 鉄砲の伝来に伴い、全国共通の武
器使用ルールを室町幕府が定めるた
め。

4. 朝廷の権威を借りて、隣接する他
の領国を経済的に圧迫するため。

問5 戦国大名の本拠地として発達した「城下町」の形成と役割について述べた文として、最も適切なものはどれですか。 （2017年 大分県公立入試 類似）

1. 海外との貿易を独占するため、す
べての城下町は海岸沿いの港町に隣
接して造られた。

2. 戦乱による被害を避けるため、城
の周囲には武士のみを住まわせ、商
人には立ち入りを禁じた。

3. 大名が家臣や商工業者を城の周辺
に集めて住まわせ、政治・軍事・経
済の拠点とした。

4. 農民が武器を持って城下町に集ま
ることを推奨し、有事の際の防衛力
を高めた。

問6 戦国大名が制定した「分国法」の内容や目的について述べた文として、最も適切なものはどれですか。 （2023年 山口県公立入試 類似）

1. 江戸幕府が全国の大名を統制する
ために、城の修理を制限することな
どを目的とした。

2. 明治政府が近代的な国家を樹立す
るために、国民の権利と義務を定め
た。

3. 鎌倉幕府が御家人同士の土地争い
を公平に裁判するために、源頼朝以
来の先例をまとめた。

4. 領国を独自に統治するため、家臣
同士の喧嘩を両者とも処罰する規定
などを盛り込んだ。

問7 室町時代後期から戦国時代にかけて、実力のある者が上位の者を打ち倒す「下剋上」の風潮が広がる中、各地の戦国大名は自らの力で領国を統
治する必要がありました。このように、戦国大名が領国内の家臣や民衆の行動を規制し、支配を維持するために独自に定めた法を何といいます
か。 （2016年 福岡県公立入試 類似）

1. 公事方御定書 2. 分国法 3. 武家諸法度 4. 御成敗式目

問8 戦国大名が、室町幕府の法律があるにもかかわらず、独自に分国法を制定する必要があった背景として最も適切な理由はどれか。 （2021年

京都府公立入試 類似）

1. 室町幕府の支配力が弱まり、大名
が自力で領内の武士を統制し、領民
を保護して団結させる必要があった
ため。

2. キリスト教の布教を制限し、仏教
を基盤とした道徳的な領国経営を行
う必要があったため。

3. 元寇による社会の混乱を鎮め、分
割相続によって困窮した御家人の生
活を救済する必要があったため。

4. 貨幣経済が浸透し、外国との貿易
による利益を独占するために全国共
通の商業ルールが必要になったため
。

問9 戦国大名の朝倉氏が定めた「城郭の構築に制限を設ける規定」や、伊達氏が定めた「年貢を納めない農民への処罰に関する規定」など、当時の
大名が独自に定めた法典が持っていた共通の目的として、最も適切なものはどれか。 （2024年 奈良県公立入試 類似）

1. 室町幕府の将軍から授かった権限
を、領民に広く知らしめること

2. 土地をすべて公有とし、農民に平
等に配分して税収を安定させること

3. 領国内の秩序を安定させ、軍事・
経済の両面から支配体制を強化する
こと

4. すべての裁判を天皇や公家が行う
という原則を確立すること

問10 16世紀半ば、種子島にポルトガル人を乗せた船が漂着し、日本に新しい兵器が伝えられた出来事について、その後の歴史に与えた影響として最
も適切な説明はどれですか。 （2020年 京都府公立入試 類似）

1. この兵器は元軍が日本に襲来した
際に初めて伝えられたもので、鎌倉
幕府が滅亡する直接の原因となった
。

2. 1543年に伝えられたこの兵器は
、集団戦法への転換を促し、防御力
の高い城郭の構造などにも大きな影
響を与えた。

3. この兵器は朱印船貿易が最も盛ん
だった江戸時代初期に初めて日本に
もたらされ、幕府の軍事力を支えた
。

4. この兵器の伝来により、騎馬武者
が名乗りを上げて一対一で戦う伝統
的な戦術がより一層重視されるよう
になった。

問11 1543年に種子島に漂着した船により、日本に初めて鉄砲が伝えられました。当時の種子島の鍛冶職人がその仕組みを学び国産化を進めたといわ
れる、この武器を日本に伝え、後に長崎などを拠点にキリスト教の布教を伴う貿易を行った国はどこですか。 （2016年 長野県公立入試 類似）

1. オランダ 2. イギリス 3. スペイン 4. ポルトガル

問12 戦国大名が定めた法律の内容に多く見られる、「家臣同士が私的な争いを起こした場合、その理由の正当性を問わず、双方とも処罰する」とい
う原則を何と呼びますか。 （2020年 佐賀県公立入試 類似）

1. 喧嘩両成敗 2. 奉公と恩賞 3. 連座（縁座） 4. 目目安箱

問13 越前国の戦国大名である朝倉氏が、拠点である一乗谷を中心とした領国支配を強めるために実施した政策の説明として、最も適切なものはどれ
ですか。 （2024年 滋賀県公立入試 類似）

1. 室町幕府の法令のみを遵守させ、
独自の法による支配を一切行わなか
った。

2. 家臣を一乗谷に集住させ、領内に
勝手に城を築くことを禁止した。

3. 家臣をそれぞれの所領に住まわせ
、各地に防御のための城を自由に築
かせた。

4. 一乗谷を商業専用の都市とし、家
臣が居住することを厳しく制限した
。


